
２
月
に
「
住
宅
確
保
要
配
慮
者

に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の

促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
い
わ
ゆ
る

「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
」

の
改
正
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

今
国
会
で
成
立
す
る
見
通
し

だ
。
２
０
１
７
年
内
の
施
行
を

目
指
し
て
い
る
。
今
回
の
改
正

案
は
、
高
齢
者
、
低
所
得
者
、

子
育
て
世
帯
、
障
害
者
、
被
災

者
な
ど
の
住
宅
確
保
要
配
慮
者

　
（
以
下
、
要
配
慮
者
）
を
対

象
に
賃
貸
住
宅
を
地
方
自
治
体

へ
専
用
住
宅
と
し
て
登
録
す
る

と
、
最
大
４
万
円
の
家
賃
補
助

と
、
家
賃
債
務
保
証
料
が
最
大

６
万
円
ま
で
補
助
と
し
て
受
け

る
こ
と
が
出
来
る
。
改
正
の
背

景
に
は
、
高
齢
単
身
者
が
今
後

10
年
で
１
０
０
万
人
増
加
す
る

見
込
み
の
一
方
で
、
家
主
の
高

齢
単
身
者
の
入
居
拒
否
感
は
65

％
に
も
な
る
と
い
わ
れ
、ま
た
、

生
活
保
護
受
給
者
で
60
％
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
で
55
％
、
一

人
親
世
帯
で
14
％
の
拒
否
感
と

い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
あ

り
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

機
能
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

た
経
緯
が
あ
る
。
要
配
慮
者
の

要
件
は
①
高
齢
者
世
帯
：
60
歳

以
上
の
単
身
の
も
の
と
そ
の
配

偶
者
等
②
障
害
者
等
世
帯
：
入

居
者
又
は
同
居
者
に
身
体
、
知

的
、
精
神
（
発
達
）
障
害
者
等

が
い
る
世
帯
③
子
育
て
世
代
：

18
歳
未
満
の
も
の
が
い
る
世
帯

④
所
得
が
月
額
15
万
８
０
０
０

円
を
超
え
な
い
者
：
所
得
と

は
、
年
間
の
所
得
金
額
か
ら
扶

養
親
族
控
除
等
を
控
除
し
た
額

を
12
で
除
し
た
額
。
世
帯
構
成

な
ど
に
寄
り
異
な
る
が
、
単
身

世
帯
の
場
合
は
年
収
約
３
０
０

万
円
以
下
、
扶
養
親
族
を
含
む

２
人
世
帯
の
場
合
は
年
収
約
３

５
０
万
円
以
下
が
目
安
。
⑤
災

害
等
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
入

居
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め

ら
れ
る
世
帯
と
し
て
地
方
公
共

団
体
が
地
域
住
宅
計
画
に
定
め

る
も
の
。
の
５
つ
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
制
度
で
登
録
さ
れ
る

賃
貸
住
宅
は
１
戸
単
位
か
ら
申

請
が
可
能
で
、
登
録
に
対
す
る

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
狙
い
が
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
要

配
慮
者
の
入
居
に
限
定
は
し
な

い
が
、
「
拒
ま
な
い
」
賃
貸
住

宅
の
登
録
を
国
交
省
で
は
注
力

し
て
い
る
。
登
録
さ
れ
た
拒
ま

な
い
賃
貸
住
宅
は
情
報
開
示
す

る
こ
と
で
、
入
居
を
促
進
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
要
配
慮
者
の

専
用
登
録
住
宅
と
、
拒
ま
な
い

賃
貸
住
宅
は
、
全
て
の
要
配
慮

者
を
対
象
と
す
る
必
要
は
な

く
、
高
齢
者
や
被
災
者
の
み
を

対
象
に
す
る
と
い
っ
た
選
択
も

可
能
だ
。
ま
た
、
登
録
さ
れ
た

住
宅
の
改
修
費
が
住
宅
金
融
支

援
機
構
の
融
資
対
象
に
追
加
さ

れ
る
こ
と
も
概
要
に
は
記
さ
れ

て
い
る
。
政
府
は
こ
う
い
っ
た

賃
貸
住
宅
を
平
成
32
年
度
ま
で

に
17
万
５
０
０
０
戸
の
登
録
を

目
指
し
て
い
る
。

　
要
配
慮
者
に
供
給
さ
れ
る
賃

貸
住
宅
の
戸
数
が
揃
っ
た
と
こ

ろ
で
、
別
の
課
題
も
残
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
要
配
慮
者
と
賃
貸

住
宅
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
問
題

だ
。
こ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
円
滑

に
行
え
な
け
れ
ば
制
度
は
機
能

し
な
い
こ
と
に
な
る
た
め
、
両

者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
担
う
「
住

居
支
援
法
人
」
の
設
立
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
住
居
支

援
法
人
は
住
居
支
援
協
議
会
の

活
動
の
中
核
と
な
る
も
の
で
、

都
道
府
県
か
ら
指
定
を
受
け

る
。
主
な
役
割
と
し
て
は
、
要

配
慮
者
の
相
談
窓
口
に
な
り
、

相
談
に
応
じ
て
登
録
住
宅
の
情

報
提
供
、
入
居
後
の
フ
ォ
ロ
ー
、

家
賃
債
務
保
証
事
業
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
家
賃
債
務
保
証
事

業
に
関
し
て
は
、
要
配
慮
者
の

家
賃
滞
納
リ
ス
ク
が
高
い
た

め
、
住
居
支
援
法
人
に
対
す
る

負
担
が
大
き
く
な
り
か
ね
な

い
。
そ
の
た
め
、
適
正
に
家
賃

債
務
保
証
を
行
う
業
者
に
つ
い

て
は
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
が

保
険
の
引
き
受
け
を
行
う
こ
と

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
住
居

支
援
法
人
と
し
て
想
定
さ
れ
て

い
る
指
定
先
は
、
福
祉
系
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
（
社
会

に
対
す
る
利
益
還
元
、
近
年
は

従
業
員
の
あ
り
方
　
（
資
質
・

技
能
・
能
力
）
も
含
ま
れ
る
こ

と
が
多
い
）
を
行
う
一
般
企
業
、

そ
れ
に
不
動
産
会
社
と
な
っ
て

い
る
。
不
動
産
会
社
が
住
居
支

援
法
人
と
な
っ
た
場
合
、
要
配

慮
者
の
情
報
が
入
手
し
や
す
い

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ

る
た
め
、
マ
ッ
チ
ン
グ
と
い
う

観
点
か
ら
は
不
動
産
会
社
に
は

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
え
れ
て

い
る
。

　
今
回
の
改
正
案
の
目
玉
の
一

つ
に
、
生
活
保
護
受
給
者
に
対

す
る
住
宅
補
助
費
が
直
接
貸
主

に
支
給
さ
れ
る
「
代
理
納
付
」

の
拡
大
が
あ
る
。
代
理
納
付
の

現
状
は
公
営
住
宅
で
お
よ
そ
６

割
、
民
間
住
宅
で
は
13
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
中
に
は
住
宅

補
助
費
を
使
い
込
ん
で
し
ま
う

受
給
者
も
お
り
、
要
配
慮
者
の

家
賃
滞
納
が
増
え
る
要
因
に
も

な
っ
て
い
る
。
代
理
納
付
が
進

ま
な
い
理
由
と
し
て
は
、
貧
困

ビ
ジ
ネ
ス
の
悪
用
に
対
す
る
懸

念
や
、
居
住
が
安
定
し
な
い
た

め
転
居
が
多
く
な
り
自
治
体
に

よ
る
福
祉
事
業
所
の
手
続
き
が

煩
雑
に
な
る
な
ど
の
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
今
回
の
制
度
改
正

が
上
手
く
行
け
ば
、
要
配
慮
者

の
専
用
登
録
住
宅
と
拒
ま
な
い

賃
貸
住
宅
の
登
録
に
よ
っ
て
、

貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
の
悪
用
が
排
除

出
来
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、

民
間
支
援
法
人
の
新
設
に
よ
っ

て
居
住
の
安
定
を
目
的
と
し
た

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
や
ケ
ア
も
期

待
で
き
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
代
理
納
付

の
拡
大
が
進
め
ば
、
賃
借
人
が

家
賃
滞
納
を
し
て
し
ま
い
そ
う

に
な
る
場
合
に
は
、
家
主
か
ら

代
理
納
付
の
変
更
に
関
す
る
通

知
を
福
祉
事
務
所
に
行
う
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の

通
知
事
実
の
確
認
の
義
務
が
あ

る
福
祉
事
務
所
が
、
代
理
の
納

付
の
判
断
を
し
、
法
律
手
続
き

に
沿
い
、
代
理
納
付
を
進
め
る

こ
と
に
な
る
。

　
平
成
25
年
統
計
局
の
調
査
に

よ
る
と
、
空
き
家
率
は
13
．
５

％
（
８
２
０
万
戸
）
と
過
去
最

高
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
う

い
っ
た
空
き
家
を
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
住
宅
と
し
て
登
録
し
て

も
ら
う
こ
と
で
増
え
続
け
る
空

き
家
の
有
効
利
用
と
、
要
配
慮

者
の
救
済
を
政
府
は
目
指
し
て

い
る
。
し
か
し
、
法
改
正
に
も

問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

政
府
は
要
配
慮
者
向
け
の
空
き

家
登
録
制
度
は
公
営
住
宅
を
補

完
す
る
も
の
だ
と
説
明
し
て
い

る
。
確
か
に
、
高
齢
者
や
子
育

て
世
帯
等
も
要
配
慮
者
と
指
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

人
達
は
現
状
よ
り
部
屋
が
借
り

や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。
事
業
の

開
始
は
２
０
１
７
年
度
下
半
期

か
ら
と
な
り
、
毎
年
５
万
戸
の

新
規
住
居
の
登
録
を
し
、
２
０

２
０
年
ま
で
に
17
．
５
万
戸
を

目
標
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

２
０
１
７
年
度
予
算
で
家
賃
低

廉
化
の
た
め
の
概
算
要
求
さ
れ

て
い
る
予
算
は
約
３
億
円
と

な
っ
て
お
り
、
単
純
計
算
で
お

よ
そ
半
年
間
　
（
２
０
１
７
年

10
月
～
３
月
）
に
２
５
０
０
戸

の
み
が
家
賃
低
廉
化
で
き
る
こ

と
に
な
る
。
年
間
で
は
５
０
０

０
戸
だ
。
政
府
が
目
標
と
し
て

い
る
５
万
戸
の
１
／
10
し
か
家

賃
低
廉
化
で
き
な
い
こ
と
と
な

る
。
住
ま
い
の
貧
困
解
決
の
切

り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

制
度
改
正
で
は
あ
る
が
、
い
わ

ゆ
る
貧
困
層
の
ニ
ー
ズ
に
合
致

し
た
も
の
と
な
る
の
か
。
今
後

の
対
応
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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